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１．ジョコ大統領の発言（インドと同様な全面封鎖対応の要求に対して）。 

3 月 23 日、インドでは Covid-19 蔓延を抑制するため、全国的な封鎖を宣言した。 

インドネシア国内では、インドの判断に追随するよう求める声が強まった。 

ジョコ大統領は、インドネシアには、独自の特質、文化、規範などがあり、国の全面

的な封鎖は選択肢にないと発言。3 月 31 日に緊急事態を宣言したが、全国的な封鎖の呼

び掛けには抵抗している。 

    

２．各地の対応 

 ○ジャカルタ；警察官による都内への流入者の選別、群衆の分散、屋台の禁止等。 

  （その結果、仕事をなくした労働者が帰郷→ウイルスの地方拡散を招いている。） 

 ○テガル Tegal（中部ジャワの都市）；4か月の封鎖の宣言。 

 

３．インドネシアでインドと同様の全国的な封鎖を行った場合の予測 

〇両国は、膨大な農村人口だけでなく、広範な「闇の」経済活動の存在など、 

同様の特性を有している事を考えると、インドでの厳しい規制とその後の状況は、 

これからのインドネシアの対応に大きな示唆となる。 

インドのとった全国的な封鎖は、その後サプライチェーンを混乱させ、後に多くの 

州政府が、規制を緩和せざるを得なくなった。 

 ○インドと同様に、外出や企業活動、及び交通機関の停止した場合、インドネシア国民 

  は、耐えられないし、社会不安につながる可能性がある（実際インドでも問題）。 

 

４．全面封鎖実施に対するインドネシアの課題（特異性） 

 １）非正規労働者の存在 

  全国 6,920 万人（全労働者の 57%）が所得税を納めていない。 

多くの訪問販売業者（多くの市民が食料品や日常必需品を購買）も非正規労働者で 

あり、これらによるの流通が止まると、市民はパニックになる。 



 また、彼らに対する国などからの金銭補償も困難。 

 

２）国土の特異性 

多くの島々（18,000）からなる広大な群島国家。 

（感染している地域と感染していない地域などがある。） 

 

５．ジョコ政権に対して期待すること（コロナウイルス蔓延を、地元企業に経済的刺激を

与える好機ととらえて推進すべき） 

１）感染隔離地域への食糧の供給を推進する。 

 

 ２）政府が生産者と消費者の直接取引を仲介する事により、公平な取引を推進する。 

  「Tengkulak」と呼ばれる裕福な仲買人によるカルテルを通さない流通へ。 

最下層の国民に自活の機会を与えることにより、政府の信頼を取り戻す貴重な 

機会となるようにすべき。 

 

最後に； 

  インドネシアは、Covid19 の蔓延で、東南アジア最大の感染者を出しかねない危機的状

況にあるにもかかわらず、国内では不平等（権力者、富裕層優遇）が蔓延している。 

  地方政府は、中央政府を無視して独自の封鎖を実行する可能性あり。 

 

このコロナ危機のさなか、国民は、政府が全能で、公正で、国民の福祉に目を向ける

ことを期待しているが、政府は殆ど姿を現してこなかった。 

政府がその認識もなく道を誤れば、国民の信頼を失うだろう。 
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